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団体の活動紹介

一般社団法人 環境共生まちづくり協会

(kkj)の活動について

東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム
令和6年度 第2回連絡協議会

令和6年10月2日
一般社団法人 環境共生まちづくり協会

事務局 中田義規

令和６年度
第２回連絡協議会



団体の活動紹介

1990年12月 環境共生住宅研究会（1992年リオ「地球サミット」を見据えて）
建設省住宅局（当時）により産学官連携で創設
環境共生住宅推進会議（1994）、環境共生住宅推進協議会（1997）

2009年01月 一般社団法人 環境共生住宅推進協議会（多方面の活動に対応）
2024年06月 一般社団法人 環境共生まちづくり協会（理念に則した活動）

地球環境を保全し、周辺環境と親和しながら、健康で快適に生活できる
「住まい・まち・暮らしの環境共生」という理念のもと、

四季折々の住まい方をふまえて心豊かな環境共生社会づくりに貢献します。
幅広い業種の会員とのパートナーシップを大切にしながら

SDGsのさまざまな目標に取り組み、持続可能な社会の実現を目指します。

会長：竹中宣雄（元ミサワホーム㈱会長）2011年6月より
会員：総会員数：101 （正会員：33 情報会員：59 地域会員：9）

（2024年9月1日現在）

会員

一般社団法人 環境共生まちづくり協会（kkj）の概要
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沿革

スローガン



団体の活動紹介
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会員一覧



団体の活動紹介

主要事業

創設当時から活動している基幹事業
・会員会社が参加する部会活動（推進部会、調査研究部会、広報部会など）を通じて、
「住まい・まち・暮らしの環境共生」という理念を追究する

kkjが主体となって普及啓発する国土交通省の補助事業
・2013-2020 ESHパッシブデザインツールの開発・普及
・2021 カーテン等付属部材が省エネ性能に及ぼす影響の検証
・2022 太陽光発電システム設置に関する適切な情報提供の検討・整備・普及
・2023 省エネ性能の高い住宅を使いこなす住まい方の周知・普及に関する情報提供
・2024 省エネ性能の高い住宅の設計留意点に関する周知・普及に関する情報提供

施主や事業者へ国庫補助金を交付するための審査事業
・サステナブル建築物等先導事業（省CO2先導型、気候風土適応型）
・既存建築物省エネ化推進事業
・地域型住宅グリーン化事業
・LCCM住宅整備推進事業
・気候風土適応住宅の独自基準策定の支援事業

一般事業

国庫補助事業【CATE1】

国庫補助事業【CATE2】

4



団体の活動紹介

一般事業 推進部会

調査研究部会

広報部会

ⅰデータベースの拡充
□環境共生住宅事例 □環境共生団地・まちづくり事例

ⅱ書籍・ツールの発行
□早わかり設計ガイド □先人の知恵・今人の工夫

ⅲイベントの企画
□環境共生住宅の新しい魅力を考える勉強会

：適宜開催（部会横断型のテーマなど）普及展開小委員会

ⅰデータベースの拡充
□環境共生住宅推奨部品（会員の製品）

ⅱ書籍・ツールの発行
□お勧め建材ガイド □お勧め設備ガイド

ⅰデータベースの拡充
□会員の環境活動 □会員のモデルハウス・ショールーム

ⅱ書籍・ツールの発行
□（春夏秋冬編）5カ条 □（自然活用編）5カ条

ⅲイベントの企画
□見学会 □交流セミナー
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ⅲイベントの企画
□まちづくり事例紹介+意見交換会 など

体制
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団体の活動紹介

５ヵ条

シリーズ

春夏秋冬編

５ヵ条

シリーズ

自然活用編

先人の知恵

今人の工夫

お勧め

建材ガイド

躯体の仕様

具体的部品

推奨部品

お勧め

設備ガイド

設備の仕様

具体的部品

推奨部品

フェノロジー

ガイド

（重ね暦）

地域特性

の見える化

ESHパッシブ

デザインツール

室温等、手法・住

まい方の効果の

見える化

早わかり

設計ガイド

つくり手

設計者

住まい手

地域に適した

環境共生住宅

書籍・ツールの連携活用

一般事業 推進部会 調査研究部会 広報部会
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団体の活動紹介

一般事業 広報部会

会員様の該当ホームページにリンク



8

団体の活動紹介

一般事業 調査研究部会

会員様の該当ホームページにリンク
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団体の活動紹介

一般事業 推進部会

○四季折々の年中行事や室礼、伝統的な日本建築を紹介する『先人の知恵』
○現代の暮らしの中で豊かにいきるための室礼を提案する『今人の工夫』
○巻末には12の室礼提案を実践するための《図解イラスト》と《材料表》

左頁：『先人の知恵』 右頁：『今人の工夫』

《図解イラスト》

《材料表》
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団体の活動紹介

一般事業 調査研究部会

①省エネ基準、②ZEH基準、
③さらにワンランク上の性能
を実現する仕様と具体的な環
境共生住宅推奨部品の組み合
わせを提案
1地域版～7地域版を発行
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団体の活動紹介

一般事業 調査研究部会

省エネ性能を向上させる設
備機器の組合せを2つのグ
レードに分けて紹介、
「お勧め建材ガイド」の3
つの断熱等性能レベルと組
み合わせた計14組の一次エ
ネルギー消費量の算定結果
を紹介します。
5地域版～7地域版を発行
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団体の活動紹介

一般事業 広報部会
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団体の活動紹介

一般事業 広報部会
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団体の活動紹介

一般事業 広報部会

年度・回 交流セミナー テーマ及び講師

令和６年度
第１回

『受容する建築 ～環境工学と建築計画・デザインとの融合～』
金子 尚志氏）（千葉工業大学 創造工学部 建築学科 教授）

令和５年度
第３回

『水害リスクをふまえた住まいづくり・まちづくり』
木内望氏（国土交通省国土技術政策総合研究所 住宅研究部 部長）

令和５年度
第２回

『脱炭素時代の住宅高断熱化と住まいの方向』
鈴木 大隆 氏（地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 理事）

令和５年度
第１回

『建築分野におけライフサイクルアセスメント（LCA）による環境負荷低減』
小林 謙介氏（県立広島大学 生物資源科学部 生命環境学科 准教授）

令和４年度
第３回

『自然とつながる「デライトフル（歓びのある）」な建築』
川島 範久氏（株式会社川島範久建築設計事務所 主宰）

令和４年度
第２回

『新しい環境変化への向き合い方』
竹中 宣雄 氏（kkj会長）

令和４年度
第１回

『2050年脱炭素社会実現のためのZEB・ZEHの重要性』
田辺 新一 氏（早稲田大学 理工学術院 創造理工学部建築学科 教授・工博）

セミナー資料（上：R5年度第3回、下：R5年度第1回）



15

団体の活動紹介

太陽光発電システム設置に関する適切な情報提供の検討・整備・普及（2022成果）国庫補助事業【CATE1】

①「新築時に太陽光発電システム設置する場合」
②「将来的な太陽光発電システムの後乗せを想定して設計する場合」
③「太陽光発電システム設置を前提としていない既存住宅に設置する場合」
の3つのケースに分け、Ｑ＆Ａ形式で分かりやすく解説

https://www.kkj.or.jp/contents/build_hojyojigyo/report/R04_PVset_qa.pdf
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団体の活動紹介

省エネ性能の高い住宅を使いこなす住まい方の周知・普及に関する情報提供（2023成果）国庫補助事業【CATE1】

省エネ性能の高い住宅を建てても正しく使用しなければ、かえってエネルギー消費
量が増えます。本ガイドで住宅が持つ優れた性能を十分発揮できる住まい方を25の
ポイントで解説。

https://www.kkj.or.jp/contents/build_hojyojigyo/report/R05_howtolive-guidebook.pdf
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団体の活動紹介

環境に配慮した建築物を建てる施主や事業者へ国庫補助金を交付するための審査事業国庫補助事業【CATE2】



18

団体の活動紹介

環境に配慮した建築物を建てる施主や事業者へ国庫補助金を交付するための審査事業国庫補助事業【CATE2】

出典：国土交通省 出典：国土交通省
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団体の活動紹介

気候風土適応住宅の独自基準策定の支援事業：自治体や建築関係団体を支援国庫補助事業【CATE2】

出典：「気候風土適応住宅の解説」IBECs
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団体の活動紹介

https://www.kkj.or.jp

ご清聴ありがとうございました
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